
 

  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

  

  

  

 

 

 

   

                    

 

  

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 
 

後 
 

の 
 

予 
 

定 
日 付 

開始時間 

終了時間 
場 所 事 項 内  容 

8 月 9 日 
12:30 

13:30 

Ｂ１オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 

卓話：国連 UNHCR 

(国連難民高等弁務官事務所)協会 

顧問 檜森 隆伸 氏 

8 月 16 日              休  会 

8 月 23 日 
12:30 

13:30 

Ｂ１オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 

卓話：イニシエーションスピーチ 

   中森 真紀子氏 

8 月 30 日 
12:30 

13:30 

37F アリエス 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話：出版プロデューサー 松尾 昭仁 氏 

9 月 3 日 18:30 
MIXX & BAR (36F) 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
火曜会 テーマ：未定 

9 月 6 日 
12:30 

13:30 

Ｂ１オーロラ 

ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 
例 会 卓話：セブン銀行元会長 安斎 隆 氏 

●前回報告／2010 年 5 月 28 日 1117 回例会 

「今の民事裁判、これからの民事裁判」 

     みのり総合法律事務所 所長 

    当クラブ会員  小原 健 氏 

 

 

 

 

東京赤坂ロータリークラブ 
NO.1500 /  2019. 08.02 
例 会/ANA ｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ東京 

    Tel 03-3505-1111 

事務局/〒107-0052 東京都港区赤坂 2-19-8 

    赤坂 2 丁目アネックス 3F 

    TeL  03-3505-5976 

    Fax  03-3505-6004 

    http://www.akasakarotary.com/ 

 

 

● 本日の例会  2019 年 8 月 2 日  通算 1535 回  本年度 第 5 回    

卓話  ：  「伝えた！」が「伝わった！」に変わる 3つの法則 

プレゼンステーション 代表 奥秋 和歌子 氏 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
    

 

 
 
 

 

 

 

 

 
   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019～20 年度 
国際ロータリーのテーマ 

「僅かなことにも手を差し伸べよう、そして信頼と絆」 2012～2013 年度クラブテーマ    東京赤坂ロータリークラブ週報       

Weekly Report            会長  土屋  東一                           
2019～2020 年度クラブテーマ 「 協働 親睦 奉仕 」 

 

● 第 1534 回 例会報告 ／ 2019 年  7 月 26 日  

出席報告：会員 48 名 /出席 34 名 欠席  14 名 

ゲスト ：齊藤博久(卓話)、下村慶一 

ビジター：鈴木喜雄(東京 RC)、村松文雄(東京中央 

RC)        計４名（順不同・敬称略） 

      

   

 

 
             

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

会長報告： 

東京中央 RC 村松様と 

バナー交換 

 
ゴルフ同好会：（吉岡会長） 
9/19(木)嵐山カントリークラブでコンペを行います。
よろしくお願い申し上げます。 
ソングリーダー：（坂口リーダー） 
本年度は月の歌を７曲ほど変更いたしますので、 
よろしくお願い申し上げます。 

卓話：「勝利の哲学とチームづくり  

ー指導者に必要な人間力ー」  

桐蔭横浜大学 硬式野球部監督 斎藤 博久 氏 

 

８ 月 ピアノ演奏曲   

バダジェフスカ ：  「乙女の祈り」  
ベートーヴェン ：  「エリーゼのために」  
シューマン   ：  「トロイメライ」  
モーツァルト    :    「トルコ行進曲」 

酷暑の時季に、親しみやすい名曲をお届けします。 

ピアニスト 泉 晶子 氏 

 

 

 

 



             

         

    
  7月 26日  13件   27,000 円 累計 90,000円 

多額の寄付を有難うございました。（敬称略） 

土屋東一/熊本誠司/藤井宏章/小原健/岩上義明/福田栄

二/石井謙次/永滋康/石井達/鵜飼光美/小林博茂/長谷川

毅/張宇 

 

 

東京赤坂ロータリークラブ／●会長：土屋東一 副会長：熊本誠司 幹事：藤井宏章 公共ｲﾒｰｼﾞ委員長：木下京子  今週の担当：出川敬司 

  

 奉仕活動「すだて漁バスツアー」(8/29)での若者たちへの接し方についてのご案内 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

（7月 19 日「ＮＰＯ法人 若者メンタルサポート協会」理事長 岡田沙織 様の卓話より） 
 

2019-20 年度の東京赤坂ロータリークラブの奉仕活動として、「若者たちに希望を与える自然体験」を目的にし
た「すだて漁体験バスツアー」を、来たる 8 月 29 日(木)に開催いたします。今回は岡田沙織氏が理事長を務め
る「ＮＰＯ法人 若者メンタルサポート協会」と協力しての開催となり、当日はこの協会が支援している若者た
ち（中学生、高校生、大学生、専門生）が参加する予定です。 

 

そこで卓話では、当日若者たちに接するにあたっての心がけておきたい下記の点を、あらためて岡田様より 

伺いました。 

 

 

まず、協会に相談に来る若者たちの共通する気持ちである、「自分は誰からも愛されていない」「誰も信じられな

い」「自分なんか生まれてこなければよかった」「誰も私の気持ちをわかってくれない」は、言葉とは逆で「愛さ

れたい」「信じたい」「幸せになりたい」「わかってほしい」という気持ちの裏返しであること。それを理解し、

そのうえで接し方については次のような点を意識することが大切。 

 

● “可哀想”という意識を捨てる 

● 腫れ物に触るような接し方はしない 

● ご自身のお子さんの話はしないようにする 

● “命”に関する正論はしないようにする 

● 変に励まそうとするのではなく寄り添う接し方 

● 近所の子に接するようなフランクで公平な接し方 

 

************************************************************************************************** 

当日のスケジュールは以下となります。 

皆さまお忙しいところとは存じますが奮ってご参加いただきたくお願い申し上げます。 

 

記 

 

目 的          ： 『ロータリークラブメンバーが若者に寄添い一緒にプロジェクトを行うことで、 

若者たちのメンタルケアをする』 

日 時      ：  2019 年 8 月 29 日(木) 

開催場所         ： 「すだて実三丸」 https://jitsusanmaru.grupo.jp/ 

   住  所           ：  千葉県木更津市中島 2178 番地 

スケジュール（案）：  午前 6 時 45 分  JR 品川駅 港南口 集合 

チャーターバスで現地に向かいます 

                   午前 7 時 45 分    現地到着 

                   午前 8 時       「すだて漁」開始 

自分たちで獲った魚を刺身、天ぷら、かき揚げ、あさり釜飯 

などに調理してもらい船上でいただきます。 

                午後 1 時    「すだて漁」終了 

                 午後１時 30 分  現地出発 

               午後 2 時      海ほたるパーキングエリアで休憩 

               午後 4 時      品川駅 解散 

（中森 記） 
 

                                                   

 

つまり、可哀想な子という見方で同情す

るのではなく、その子に寄り添って理解

することが何より必要。 

また、家庭環境だけでなく、進路や就活で

悩んでいる子もいるので、そんな点のア

ドバイスも歓迎とのことでした。 

（すだて漁のイメージ写真） 


